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～オフィスビル等で使われているエネルギー量と機器効率の実態を解明する～
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「業務その他部門」（事務所建築、商業建築等）におけるエ

ネルギー消費に起因する二酸化炭素排出量は顕著な増加傾

向にあります（2005年度で1990年比44.6%）。本研究は、

業務用建築を対象とした省エネルギー評価指標の高精度化

（設備及び外皮の実稼動性状に関する検証を伴ったエネル

ギー消費量予測技術開発）及び実用的な設計ガイドライン

（5000㎡以下対象）の開発を行うものです。

研究の背景と方針

事務所・店舗・ホテル・病院・学校等のいわゆる業務用建

築のための二酸化炭素排出削減対策に関して、その費用対

効果を格段に高めるための評価指標及び設計手法のあり方

を検討し、気候変動のための2020年頃までの間の対策と

して、最も高精度で実効性の高いという点において最高水

準の基準及び制度構築を行なうための技術的基盤を整備す

ることです。

研究目標

1990年度と比較した2005年度のCO2排出量

建材・設備機器の規格における省エネルギー性能評価方法

の実用性の向上

省エネルギー基準等において用いられる性能評価方法の実

用性の向上

設計ガイドラインを通じた先端的省エネルギー技術の普及

施策等において活用

研究成果の活用

〈参考〉業務用建築の規模のイメージと設備等の構成と要素について




